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サブプレオフレーム 更新 

『サブプレオフレーム（SPF）』は、フレーム形状のコンクリートブロックで、フレーム内の拘束された中詰石と下層のマウンドの石が強固

にかみ合うことにより滑動抵抗力を発揮し、防波堤の耐波・耐津波安定性を向上させる補強工法。(図-1,２,３) 

＜SPF の評価事項＞ 

① SPF は不足する抵抗力に対してコンパクトな補強体を構築し、航路や泊地に及ぼす影響の抑制 

② 設計波浪の増大に対して、防波堤の背後に SPF を必要な個数を設置することで、低下した防波堤の安定性を確保 

③ 津波越流に対する基礎捨石マウンドの安定性が向上 

④ 設計津波に対して、防波堤の背後に SPF を必要な個数を設置することで安定性を確保 

（設計津波を超えるものに対しては防波堤本体の滑動に関する粘り強さが向上） 

図-1 SPF の構造 図-３ SPF 設置状況：沖縄県 阿嘉漁港 図-2 SPF による防波堤補強機能および生物共生機能 

令和 7 年度の更新においては、発表論文 2 編、補足関連資料１件・追加実績４件を新たに追加。 

・発表論文（２編）：ケーソン式防波堤に対するカウンターウェイトブロック腹付工の補強効果（202４） 

：中詰石に鉄鋼スラグ水和固化体製人工石材を用いたカウンターウェイトブロックの滑動抵抗の評価（2025） 

・補足関連資料（１件）：港湾工事における“新技術カタログ”（干潟・藻場造成） 柱状型被覆・根固ブロック工法（SPF） 

・追加実績（４件）：横浜港、伏木富山港、宿毛湾港、淡路島市民有護岸 
   

追加施工実績：横浜港（新本牧ふ頭） 港湾工事における“新技術カタログ” 
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